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東東日日本本大大震震災災特特集集号号！！！！    
～～  大大災災害害かかららのの復復興興にに向向かかっってて「「ががんんばばろろうう！！岩岩手手」」  ～～ 

平平成成 2233 年年３３月月 1111 日日 1144 時時 4466 分分頃頃、、東東日日本本大大震震災災（（平平成成 2233 年年東東北北地地方方太太平平洋洋沖沖地地震震及及びび津津

波波災災害害））がが発発生生ししままししたた。。県県内内でではは、、最最大大震震度度６６弱弱をを観観測測ししたたほほかか、、地地震震にによよっってて発発生生ししたた最最大大 88..55mm

をを超超ええるる大大津津波波がが三三陸陸沿沿岸岸地地域域をを襲襲いい、、市市街街地地ががほほぼぼ壊壊滅滅すするるほほどどのの被被害害をを受受けけたた地地域域ももああるるななどど、、

各各地地にに甚甚大大なな被被害害がが発発生生ししままししたた。。  

県県でではは、、ここのの未未曾曾有有のの大大災災害害をを県県民民一一丸丸ととななっってて乗乗りり越越ええるるたためめ、、発発生生かからら１１ヶヶ月月がが経経過過ししたた４４月月

1111 日日にに「「ががんんばばろろうう！！岩岩手手」」宣宣言言をを行行いいままししたた。。県県民民ののみみななささんんとと力力をを合合わわせせ、、１１歩歩ずずつつ復復興興にに取取りり組組

んんででいいききまますす。。    
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平平成成 2233 年年東東北北地地方方太太平平洋洋沖沖地地震震及及びび津津波波災災害害  

にに伴伴うう県県土土整整備備部部のの対対応応状状況況等等  

   

県県  土土  整整  備備  企企  画画  室室  

  

平成 23 年３月 11 日 14 時 46 分頃、三陸沖を震源とするＭ9.0 の平成 23 年

東北地方太平洋沖地震が発生しました。この地震は、日本の観測史上類を見ない規

模の大地震であり、1900 年以降に世界で発生した地震の中でも４番目の規模とな

る大地震でした。 

 県内では、最大震度６弱を観測したほか、地震によって発生した最大 8.5m を超

える大津波が陸前高田市、大船渡市、釜石市などの三陸沿岸地域を襲い、陸前高田

市、大槌町、山田町、宮古市（田老地区）などでは壊滅的な被害が発生しました。

この地震及び津波による被害は、平成 23 年４月 19 日 17 時現在で死者 4,047

名、行方不明者 3,759 名、家屋倒壊数 18,787 棟となっていますが、未だ被害の

全容は明らかになっていません。  

 公共土木施設の被害は、国土交通省所管の防潮堤延長約 25km の約５割にあたる

約 14km 区間に被害が発生し、このうち約２割にあたる約５km は全壊するなど、

海岸関係だけで 46 箇所、約 1,290 億円の被害となり、県、市町村合わせた全体

の被害額は、平成 23 年４月５日現在で 2,567 億円余りとなっています。 

 県では、この未曾有の大災害を県民一丸となって乗り越えるため、発生から１ヶ

月が経過した４月 11 日に、達増知事が釜石市で「がんばろう！岩手」宣言を行い

ました。   

全国、そして世界中からいただいたお見舞いや励ましを糧に、県民のみなさんと

力を合わせ、一歩ずつ復興に取り組んでいきます。 

  

【【東東日日本本大大震震災災津津波波のの概概要要】】  

（（１１））  発発生生日日時時：：平平成成 2233 年年３３月月 1111 日日  1144 時時 4466 分分頃頃  

（（２２））  震震央央地地名名：：三三陸陸沖沖（（北北緯緯 3388..11 度度、、東東経経 114422..99 度度））  

（（３３））  震震源源のの深深ささ：：2244kkmm  

（（４４））  規規模模：：ママググニニチチュューードド 99..00（（暫暫定定値値））  

（（５５））  本本県県のの震震度度：：震震度度６６弱弱  

（（大大船船渡渡市市、、釜釜石石市市、、滝滝沢沢村村、、矢矢巾巾町町、、花花巻巻市市、、一一関関市市、、奥奥州州市市））  

（（６６））  津津波波：：1111 日日  1144 時時 4499 分分  大大津津波波警警報報発発表表  

  
  

 
 
 

検潮所 第１波 最大波

宮　古 11日　14時48分　押し0.2m 11日　15時26分　8.5m以上

釜　石 11日　14時45分　引き0.1m 11日　15時21分　4.1m以上

大船渡 11日　14時46分　引き0.2m 11日　15時18分　8.0m以上

検潮所 第１波 最大波

宮　古 11日　14時48分　押し0.2m 11日　15時26分　8.5m以上

釜　石 11日　14時45分　引き0.1m 11日　15時21分　4.1m以上

大船渡 11日　14時46分　引き0.2m 11日　15時18分　8.0m以上
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【【公公共共土土木木施施設設のの被被害害状状況況】】  

  今回の地震及び津波災害による公共土木施設の被害額は、未だ沿岸部の市町村の調査

が進んでいない状況ですが、現時点で、県関係が約 2,065 億円、市町村関係が約 503 億

円と県全体で約 2,567 億円となっています（平成 23 年４月５日現在）。これは、これま

で過去最大だった平成 14 年梅雨前線豪雨及び台風６号による災害の約９倍にも及んで

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

震源 

出典：気象庁 HP 

震 度 分 布 図 

単位：百万円

箇所数 被害額 箇所数 被害額 箇所数 被害額
474 161,868 566 9,281 1,040 171,149

河川 120 13,357 15 266 135 13,623
海岸 46 128,868 46 128,868
砂防 1 50 1 50
地すべり 0 0
急傾斜 6 180 6 180
道路 277 16,681 528 8,435 805 25,116
橋梁 24 2,732 23 580 47 3,312

1 100 89 41,003 90 41,103
下水道 21 31,250 21 31,250
公園 1 100 68 9,753 69 9,853

489 44,490 489 44,490
港湾 479 36,690 479 36,690
海岸 10 7,800 10 7,800

964 206,458 655 50,284 1,619 256,742
※　H23.４.５現在

市町村施設 合計

港湾局

合計

区分
県施設

内
訳

内
訳

河川局

都市・地域整備局

内
訳
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平成23年東北地方太平洋沖地震及び津波災害に伴う公共土木施設の被害状況等

八木港

久慈港

小本港

宮古港

大船渡港

東
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貫
自
動
車
道

弘
前
線

東北縦貫自動車道
弘前線

東北縦貫自動車道

東北横断自動車道釜石秋田線

東北横断自動車道
釜石秋田線

主要地方道
戸呂町軽米線

主要地方道
大槌小国線

主要地方道
釜石遠野線

主要地方道
一関大東線

いわて花巻空港

小本水門を越える津波（岩泉町）

国道340号の状況（陸前高田市）

防潮堤が破壊された金浜海岸（宮古市）

川原川の河川敷に流れ着いた障害物
（陸前高田市）

防潮堤が破壊された船越南海岸（山田町）

※ 平成23年３月25日 17時に全面通行止め解除

釜石港湾口防波堤の決壊状況（釜石市）

盛岡市

八
戸
・
久
慈

自
動
車
道

三
陸
縦
貫

自
動
車
道

三
陸
北

縦
貫
道
路

釜石港

宮古盛岡横断道路

久慈北道路

普代BP

尾肝要道路

都南川目道路

簗川道路

宮古西道路

宮古道路

釜石山田道路

吉浜道路

高田道路

※ 全面通行止め箇所は平成23年４月12日17時時点

【凡 例】

高規格幹線道路

：供用中

：事業中

：計画区間

地域高規格道路

：供用中

：事業中

：計画区間

：調査区間

：全面通行止め（県管理）
（迂回路無し）

：全面通行止め（県管理）
（迂回路有り）

：港湾・空港

：全面通行止め（国管理）
（迂回路有り）

＜道路の通行止め状況＞

◆宮古盛岡横断道路

延長(km) 率(%) 延長(km) 率(%)

岩手県 100.0 1.4 1.4% 18.0 18.0%

合計 100.0 1.4 1.4% 18.0 18.0%

県名
計画
(km)

供用 供用・事業中

◆三陸沿岸の高規格幹線道路等

延長(km) 率(%) 延長(km) 率(%)

青森県 20.0 7.2 36.0% 17.3 86.5% 八戸・久慈自動車道

30.0 3.2 10.7% 10.6 35.3% 八戸・久慈自動車道
90.0 6.2 6.9% 14.9 16.5% 三陸北縦貫道路

103.0 37.9 36.8% 64.0 62.1% 三陸縦貫自動車道
223.0 47.3 21.2% 89.5 40.1% 岩手県　計

宮城県 121.0 74.4 61.5% 103.8 85.8% 三陸縦貫自動車道
合計 364.0 128.9 35.4% 210.6 57.8%

備考

岩手県

県名
計画
(km)

供用 供用・事業中

延長(km) 率(%) 延長(km) 率(%)

岩手県 79.3 29.8 37.6% 62.5 78.8%

合計 79.3 29.8 37.6% 62.5 78.8%

◆東北横断自動車道釜石秋田線（釜石自動車道）

県名
計画
(km)

供用 供用・事業中
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【【応応急急仮仮設設住住宅宅のの建建設設状状況況等等】】  

  県では、被災者の生活再建に向けて、応急仮設住宅の必要戸数を 18,000 戸とし、災

害から半年以内に完成・入居することを目標として建設を進めています。４月 18 日現

在で 46 団地 3,748 戸の建設に着工しており、さらに、４月 22 日までに 30 団地 2,013

戸に新たに着工し、着工済み戸数は 11 市町村で合わせて 76 団地 5,761 戸となる予定で

す。そのうち、４月 20 日までに 226 戸が完成しており、４月末までには合わせて 654

戸が完成する予定です。 

  現在、必要戸数の約７割にあたる約 12,000 戸の用地を確保しており、残る約 6,000

戸についても用地の選定を進めているほか、県内の建設事業者等が有する住宅建設能力

を最大限活用し、応急仮設住宅の建設を加速させるため、４月 18 日から５月２日まで

建設事業者の一般公募も行っています（募集戸数 2,000 戸以上）。 

被災者の生活支援のため、１日でも早い完成を目指して、引き続き建設を進めていき

ます。 

また、県では、被災者の住まいに関する相談に対応するため、「住まいのホットライン」

を設置しているほか、被災住宅の補強・修繕方法の検討などについて建築の専門家が住

宅を点検するなどしてアドバイスを行う「被災住宅点検相談」を実施中ですので、ご相

談などがありましたら、お気軽に問い合わせください。  
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応急仮設住宅の建設事業者公募の詳細については、こちらの県土整備部 HP をご覧ください。 

http://www.pref.iwate.jp/view.rbz?nd=4266&of=1&ik=3&pnp=66&pnp=4266&cd=31952 

●●  住住ままいいののホホッットトラライインン  
〔対象となる方〕地震及び津波で被災し住まいにお困りの方や被災者のサポートを行っている方 

〔電話番号〕 0120-882-606（フリーダイヤル） 

〔相談受付時間〕 ９時～18 時 

●●  被被災災住住宅宅点点検検相相談談  ※ 相談費用は県が負担  

〔対象となる方〕地震及び津波により被災した住宅の所有者等 

〔受付窓口〕 （社）岩手県建築士会 019-654-5777 

（社）岩手県建築士事務所協会 019-651-0781  

〔相談受付時間〕９時～17 時（土日祝日を除く） 

陸前高田市の市立第一中学校グラウンド 釜石市の昭和園グラウンド 

http://www.pref.iwate.jp/view.rbz?nd=4266&of=1&ik=3&pnp=66&pnp=4266&cd=31952
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【【国国へへのの要要望望等等】】 

 今回の地震津波による甚大な被害を踏まえ、県では、平成 23 年４月１日に池口国土交

通副大臣、平成 23 年４月 16 日に大畠国土交通大臣に対して、「平成 23 年度東北地方太

平洋沖地震及び津波災害に関する緊急要望」を実施しました。 

 ４月 16 日の大畠国土交通への要望では、達増知事から「応急仮設住宅の供給促進」、「公

共土木施設等の早期復旧」、「復興事業としての社会資本整備等の促進」、「被災市町村に対

する技術支援の強化」など７項目を要望し、大畠国土交通大臣からは、「応急仮設住宅につ

いて、５月中には３万戸分の資材を準備できるので、発注を急いで欲しい。被災市町村へ

の技術支援については、人手が足りなければ派遣する」などの回答がありました。 

 県では、被災地の早期復興のため、今後とも国に対し、必要な要望を行っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平平成成 2233 年年度度東東北北地地方方太太平平洋洋沖沖地地震震及及びび津津波波災災害害にに関関すするる緊緊急急要要望望  
平平成成 2233 年年４４月月 1166 日日  岩岩手手県県    

１１  ラライイフフラライインンのの早早期期復復旧旧    

２２  応応急急仮仮設設住住宅宅のの供供給給促促進進    

３３  災災害害廃廃棄棄物物（（ががれれきき））のの早早期期処処理理    

４４  公公共共土土木木施施設設等等のの早早期期復復旧旧    

５５  復復興興事事業業ととししててのの社社会会資資本本整整備備等等のの促促進進    

６６  被被災災市市町町村村にに対対すするる技技術術支支援援のの強強化化    

７７  鉄鉄道道等等公公共共交交通通のの早早期期復復旧旧等等にに対対すするる全全面面的的なな支支援援港港湾湾・・海海岸岸整整備備事事業業のの促促進進  

  
【国土交通省出席者】 

国土交通大臣 大畠 章宏 

  国土交通大臣政務官 市村 浩一郎 

  総合政策局長 北村 隆志 

  河川局長 関 克己 

  住宅局長 川本 正一郎 

  東北運輸局長 清谷 伸吾 

  東北地方整備局長 徳山 日出男  ほか 
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【【「「ががんんばばろろうう！！岩岩手手」」宣宣言言】】 

平平成成 2233 年年東東北北地地方方太太平平洋洋沖沖地地震震及及びび津津波波災災害害にに伴伴うう県県土土整整備備部部のの対対応応状状況況等等ににつついいててはは、、ここ

ちちららのの県県土土整整備備部部 HHPP ををごご覧覧くくだだささいい（（県県土土整整備備部部〔〔東東北北地地方方太太平平洋洋沖沖地地震震災災害害情情報報〕〕））。。  

http://www.pref.iwate.jp/list.rbz?nd=4266&ik=3&pnp=66&pnp=4266 
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